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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　狭小身体内腔を維持するためのデバイスであって、
　該デバイスは、
　撮像部分または治療部分を該狭小身体内腔を通して推進するための液圧推進機構と、
　該撮像部分または該治療部分を該狭小身体内腔から回収するための回収機構と
　を備える、デバイス。
【請求項２】
　ハンドル部分をさらに備え、該ハンドル部分は、１つ以上のルアーを受容し、該ルアー
のうちの１つは、液圧を提供することにより、前記撮像部分または前記治療部分を該狭小
身体内腔を通して液圧で推進するように設計される、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　ワイヤルアーをさらに備え、該ワイヤルアーは、前記ハンドル部分によって受容され、
電力および信号を伝達するためのワイヤを提供することにより、前記撮像部分によって実
行される撮像機能を促進するように設計される、請求項２に記載のデバイス。
【請求項４】
　膨張ルアーをさらに備え、該膨張ルアーは、前記ハンドル部分によって受容され、膨張
可能本体を膨張させることと、シールを生成することとにより、撮像および治療処置を促
進するように設計される、請求項２に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記膨張可能本体は、前記ハンドル部分の外側および遠位に位置する、請求項４に記載
のデバイス。
【請求項６】
　前記液圧推進機構は、
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　液圧推進剤を受容するように設計されたルアーと、
　該ルアーに連通可能に連結された液圧推進剤内腔であって、該液圧推進剤内腔は、該液
圧推進剤を使用して、前記撮像部分または前記治療部分を液圧で推進することが可能であ
る、液圧推進剤内腔と
　を含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記ルアーは、前記液圧推進剤を含有するリザーバから、該液圧推進剤を受容するよう
に設計される、請求項６に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記液圧推進剤は、生理食塩水溶液である、請求項６に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記撮像部分または前記治療部分は、前記デバイスの動作状態の間、前記液圧推進剤内
腔の内径とシールを形成することにより、前記撮像デバイスまたは前記治療デバイスの液
圧での推進を可能にする、請求項６に記載のデバイス。
【請求項１０】
　係止機構をさらに備え、該係止機構は、必要圧力が達成されて、液圧での推進を可能に
するまで、前記撮像部分または前記治療部分を前記液圧推進剤内腔の内径内に係止する、
請求項６に記載のデバイス。
【請求項１１】
　帆をさらに備え、該帆は、前記撮像部分または前記治療部分を囲み、それにより、該撮
像部分または該治療部分が液圧で推進されるとき、該帆は、該撮像部分または該治療部分
の前記液圧での推進を向上させるように拡張する、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記撮像部分は、画像センサ、光源、およびカプセルから成る群から選択される少なく
とも１つの部材を含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記カプセルは、実質的に透明な材料から作製され、前記画像センサによって撮像され
ている対象からの焦点距離を確保し、該撮像センサおよび前記光源を封入する、請求項１
２に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記カプセルは、非外傷性に成形されることにより、組織損傷を防止する、請求項１２
に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記非外傷性に成形されたカプセルは、実質的に卵形に成形されたカプセルまたは実質
的に円錐形に成形されたカプセルを含む、請求項１４に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記カプセルは、潤滑剤を用いてコーティングされることにより、前記カプセルの前記
狭小身体内腔を通しての液圧での推進または回収を促進する、請求項１２に記載のデバイ
ス。
【請求項１７】
　前記光源は、光ファイバ光源または発光ダイオード（「ＬＥＤ」）を含む、請求項１２
に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記画像センサは、電荷結合素子（ＣＣＤ）、相補型金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）、
および光ファイバから成る群から選択される少なくとも１つの部材を含む、請求項１２に
記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記カプセルは、前記撮像センサによって捕捉された画像を無線伝送するための無線送
信機を封入する、請求項１２に記載のデバイス。
【請求項２０】
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　前記カプセルは、膨張可能本体を封入することにより、前記撮像部分または前記治療部
分の浮揚性を向上させ、該撮像部分または該治療部分の液圧での推進を促進する、請求項
１２に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記カプセルは、膨張可能本体から作製され、該膨張可能本体は、実質的に透明である
ことにより、前記狭小身体内腔の撮像を可能にする、請求項１２に記載のデバイス。
【請求項２２】
　前記膨張可能本体は、前記撮像および前記照明部分を含有し、それにより、該膨張可能
本体が膨張させられると、該撮像部分が前記狭小身体内腔から離れた近似焦点距離の近傍
またはそこに配置されることにより、該狭小身体内腔の焦点の合った撮像を可能にし、該
近似焦点距離は、前記撮像センサと関連付けられる、請求項２２に記載のデバイス。
【請求項２３】
　前記カプセルは、前記光源または前記撮像センサのための電力を提供するために、液圧
推進剤を使用するマイクロ発電機を封入し、該マイクロ発電機は、液圧エネルギーを電気
エネルギーに変換する、請求項１２に記載のデバイス。
【請求項２４】
　前記カプセルは、光ファイバを封入し、該光ファイバは、該カプセル内から前記撮像セ
ンサまで撮像信号を送信することによって撮像を促進し、該撮像センサは、該カプセルの
外側および前記デバイスのハンドル部分の遠位に位置する、請求項１２に記載のデバイス
。
【請求項２５】
　前記デバイスの動作状態の間、前記撮像センサは、前記狭小身体内腔の外側に位置する
、請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２６】
　可撓性ワイヤをさらに備え、該可撓性ワイヤは、前記撮像部分または前記治療部分に連
通可能に連結され、それにより、該撮像部分または該治療部分は、前記狭小身体内腔の内
側の蛇行性経路を通して液圧で推進される、請求項１２に記載のデバイス。
【請求項２７】
　圧力センサと、
　圧力インジケータと
　をさらに備え、該圧力センサは、前記狭小身体内腔に対して印加されている圧力を測定
し、該圧力インジケータに圧力の測定値を伝達するように設計され、該圧力の測定が、圧
力の所定の値以上である場合、該圧力インジケータは、アラート信号を伝送する、請求項
１２に記載のデバイス。
【請求項２８】
　前記回収機構は、
　前記撮像部分または前記治療部分に連通可能に連結された可撓性ワイヤと、
　該可撓性ワイヤを推進された状態から巻き戻すことが可能であるリールと
　を含み、
　該リールが作動されると、該撮像部分または該治療部分は、該撮像部分または該治療部
分の推進された状態から回収される、請求項１に記載のデバイス。
【請求項２９】
　電子的に作動されるリール機構をさらに備え、該電子的に作動されるリール機構は、前
記リールの推進された状態からの該リールの回収を電子的に作動させる、請求項２８に記
載のデバイス。
【請求項３０】
　圧力センサをさらに備え、該圧力センサは、圧力測定値を前記電気的に作動されるリー
ル機構に伝達し、それにより、該圧力測定値が圧力の所定の値を超える場合、該電気的に
作動されたリール機構が、前記撮像部分または前記治療部分を回収することを中止する、
請求項２９に記載のデバイス。
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【請求項３１】
　手動で作動されるリール機構をさらに備え、該手動で作動されるリール機構は、前記リ
ールの推進された状態からの該リールの回収を手動で作動させる、請求項２８に記載のデ
バイス。
【請求項３２】
　圧力センサをさらに備え、該圧力センサは、前記撮像部分または前記治療部分が前記狭
小身体内腔から回収されるとき、該撮像部分または該治療部分における圧力を感知する、
請求項２８に記載のデバイス。
【請求項３３】
　狭小身体内腔診断デバイスであって、
　該デバイスは、
　光を提供すること、または画像を感知することが可能であり、カテーテルを標的場所に
誘導するためのガイドワイヤであって、該ガイドワイヤは、照射ファイバまたは撮像ファ
イバを含む、ガイドワイヤと、
　カテーテルであって、該カテーテルは、該ガイドワイヤが照射ファイバを含む場合、撮
像ファイバを含み、該ガイドワイヤが撮像ファイバを含む場合、照射ファイバを含む、カ
テーテルと
　を備える、デバイス。
【請求項３４】
　前記ガイドワイヤは、光を提供するための光ファイバを含む、請求項３３に記載のデバ
イス。
【請求項３５】
　前記デバイスの動作状態の間、前記ガイドワイヤは、前記狭小身体内腔の外側の場所か
ら狭小身体内腔の内側の別の場所まで延在し、それにより、光が、該狭小身体内腔の外側
の場所から該狭小身体内腔の内側の別の場所まで伝達される、請求項３４に記載のデバイ
ス。
【請求項３６】
　前記ガイドワイヤは、ポリマーまたは金属材料から作製される、請求項３３に記載のデ
バイス。
【請求項３７】
　前記ガイドワイヤは、該ガイドワイヤの長さに沿って、複数の実質的に透明な部分を含
み、該複数の実質的に透明な部分の各々は、光が通過することを可能にし、前記デバイス
の動作状態の間、該複数の実質的に透明な部分に隣接する前記狭小身体内腔に沿った複数
の異なる場所を照射する、請求項３６に記載のデバイス。
【請求項３８】
　カテーテルシャフトの近位端または前記カテーテルのハンドル部分の内側に位置する画
像センサをさらに備え、前記撮像ファイバが、該カテーテルシャフトの長さに沿って延在
し、それにより、前記デバイスの動作状態の間、該撮像ファイバは、該カテーテルの遠位
端から該撮像センサまで撮像信号を送信することによって撮像を促進する、請求項３３に
記載のデバイス。
【請求項３９】
　画像を感知するための画像センサをさらに備え、該撮像センサがカテーテルシャフトの
遠位端に位置し、それにより、前記デバイスの動作の間、該撮像センサによって感知され
た前記狭小身体内腔の画像が、該カテーテルシャフトの長さに沿って延在する前記撮像フ
ァイバによって、該狭小身体内腔の外側に位置するディスプレイユニットまで伝達される
、請求項３３に記載のデバイス。
【請求項４０】
　実質的に透明な保護遮蔽体をさらに備え、該保護遮蔽体は、前記デバイスの動作状態の
間、画像センサまたは前記撮像ファイバを保護し、該画像センサまたは該撮像ファイバと
前記狭小身体内腔との間の近似焦点距離を提供することにより、該狭小身体内腔の実質的
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に焦点の合った画像を取得し、該焦点距離は、該画像センサまたは該撮像ファイバと関連
付けられる、請求項３３に記載のデバイス。
【請求項４１】
　前記ガイドワイヤは、前記実質的に透明な保護遮蔽体の外側に位置し、該実質的に透明
な保護遮蔽体が、その中に画定された進入開口および退出開口を有し、それにより、前記
デバイスの動作状態の間、該ガイドワイヤが、進入開口および退出開口を通過することが
可能であることにより、該ガイドワイヤが、該保護遮蔽体の遠位に位置する前記狭小身体
内腔の一部にアクセスすることを可能にする、請求項４０に記載のデバイス。
【請求項４２】
　前記保護遮蔽体は、非外傷性に成形される、請求項４０に記載のデバイス。
【請求項４３】
　カテーテルシャフトの遠位端に位置する光源をさらに備え、前記実質的に透明な保護遮
蔽体は、前記画像センサまたは前記撮像ファイバを保護し、該光源は、該保護遮蔽体の外
側に位置する、請求項４０に記載のデバイス。
【請求項４４】
　前記実質的に透明な保護遮蔽体によって保護される光源をさらに備える、請求項４０に
記載のデバイス。
【請求項４５】
　前記ガイドワイヤまたは前記カテーテルの遠位端に位置する圧力センサをさらに備え、
前記デバイスの動作状態の間、該圧力センサは、該ガイドワイヤまたは該カテーテルによ
って付与される圧力の値を測定することが可能である、請求項３３に記載のデバイス。
【請求項４６】
　前記圧力センサは、プロセッサに連通可能に連結され、該プロセッサは、前記デバイス
の動作状態の間で、前記狭小身体内腔の内側の前記ガイドワイヤまたは前記カテーテルに
よって付与される圧力の値が圧力の所定の容認不可能な値以上であるとき、アラート信号
を提供する、請求項４５に記載のデバイス。
【請求項４７】
　前記ガイドワイヤを格納するために画定されたチャネルをその中に有するガイドワイヤ
内腔をさらに備え、それにより、前記デバイスの動作状態の間、および該ガイドワイヤ内
腔の内側に該ガイドワイヤが不在であるときに、該ガイドワイヤ内腔が、前記狭小身体内
腔に治療を輸送することが可能である、請求項３３に記載のデバイス。
【請求項４８】
　前記治療は、抗炎症剤、生体吸収性ステント、および薬物でコーティングされた膨張可
能本体から成る群から選択される少なくとも１つの部材である、請求項４７に記載のデバ
イス。
【請求項４９】
　前記デバイスの動作状態の間、前記膨張可能本体は、十分な機械的力を前記狭小身体内
腔の妨害物に印加して、該狭小身体内腔の残骸妨害部分を除外することが可能である、請
求項４８に記載のデバイス。
【請求項５０】
　卵管診断デバイスであって、
　該デバイスは、
　感知内腔であって、該感知内腔は、感知部分および膨張可能部分を含むカテーテルを提
供するためのものであり、該感知部分は、該卵管に関する情報を感知することが可能であ
る、感知内腔と、
　該感知部分によって実行される感知を促進する溶液を提供するための溶液内腔と
　を備え、
　該卵管診断デバイスの動作状態において、該膨張可能部分は、該感知部分の周囲に空間
を生成するように膨張し、それにより、該溶液の存在下において、該感知部分が該卵管に
関する情報を感知する、デバイス。
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【請求項５１】
　カテーテルの遠位端に位置する圧力センサをさらに備え、該圧力センサは、前記デバイ
スの動作状態の間、該カテーテルによって付与される圧力の値を測定する、請求項５０に
記載のデバイス。
【請求項５２】
　前記感知部分は、光源、カメラ、音響撮像システム、および散乱光撮像システムから成
る群から選択される少なくとも１つの部材を含む、請求項５０に記載のデバイス。
【請求項５３】
　前記音響撮像システムは、血管内超音波法撮像システムを含む、請求項５２に記載のデ
バイス。
【請求項５４】
　前記散乱光撮像システムは、光学コヒーレンス断層撮像システムを含む、請求項５２に
記載のデバイス。
【請求項５５】
　前記卵管に関する情報は、妨害物、炎症、卵管留水腫、および疾患から成る群から選択
される少なくとも１つの卵管属性を含む、請求項５０に記載のデバイス。
【請求項５６】
　前記膨張可能部分は、弾性ポリマー材料を含む、請求項５０に記載のデバイス。
【請求項５７】
　前記膨張可能部分は、非外傷性形状を有する、請求項５０に記載のデバイス。
【請求項５８】
　前記非外傷性形状は、円錐形、卵形、およびドーム形から成る群から選択される１つの
形状である、請求項５７に記載のデバイス。
【請求項５９】
　前記膨張可能部分は、膨張可能構成要素および膨張不可能構成要素を含み、前記デバイ
スの動作状態の間、該膨張可能構成要素は、膨張し、該膨張不可能構成要素は、膨張せず
、該膨張可能部分に機械的支持を提供する役割を果たす、請求項５０に記載のデバイス。
【請求項６０】
　狭小身体内腔を維持するためのシステムであって、
　該システムは、
　該狭小身体内腔の内側または外側にシールを生成するための手段であって、該生成する
ことにより、液圧推進剤の存在下において、該狭小身体内腔が加圧されることにより、撮
像デバイスの撮像部分を使用して、該狭小身体内腔の診断撮像を可能にする、手段と、
　該液圧推進剤を使用して、該撮像部分を該狭小身体内腔を通して液圧で推進するための
手段と、
　該撮像部分を該狭小身体内腔から回収するための手段と
　を備える、システム。
【請求項６１】
　前記狭小身体内腔の外側から該狭小身体内腔の近位領域または該狭小身体内腔に近接す
る領域までチャネルを確立するための手段、
　をさらに備え、
　前記撮像部分は、該チャネルを通して留置されるよう構成されており、
　該撮像部分は、前記チャネルが生成される前に、該チャネルを通して留置されるようさ
らに構成されている、請求項６０に記載のシステム。
【請求項６２】
　前記チャネルを通して留置されるように構成されたカテーテルシャフトをさらに含み、
該カテーテルシャフトは、前記撮像部分に連通可能に連結される、請求項６１に記載のシ
ステム。
【請求項６３】
　前記狭小身体内腔の外側にシールを生成するための手段は、子宮内の卵管口にシールを
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生成するようにさらに構成されている、請求項６０に記載のシステム。
【請求項６４】
　前記シールを生成するための手段は、
　前記狭小身体内腔の近位領域または該狭小身体内腔に近接する領域の膨張可能本体と、
　該膨張可能本体を膨張させるための手段であって、それにより、シールを生成する、手
段と
　を含む、請求項６０に記載のシステム。
【請求項６５】
　前記シールを生成するための手段は、
　前記液圧推進剤を輸送するように設計された液圧推進剤内腔と、
　前記撮像デバイスの外径と該液圧推進剤内腔の内径との間にシールを生成するための手
段と
　を含む、請求項６０に記載のシステム。
【請求項６６】
　前記シールを生成するための手段は、
　前記液圧推進剤を保持するための液圧推進剤内腔と、
　前記撮像部分を該液圧推進剤内腔の内径内に係止するための手段と
　を含む、請求項６０に記載のシステム。
【請求項６７】
　前記係止するための手段は、必要圧力が達成されて、液圧での推進を可能にするまで、
前記撮像部分を前記液圧推進剤内腔の内径内に係止するように構成されている、請求項６
６に記載のシステム。
【請求項６８】
　前記撮像部分を囲む帆
　をさらに備え、
　該帆は、前記液圧で推進することの間、拡張して、それにより、前記シールを補強する
ように構成されている、請求項６０に記載のシステム。
【請求項６９】
　前記液圧で推進するための手段は、液圧推進剤内腔を備え、該液圧推進剤内腔は、液圧
推進剤を該液圧推進剤内腔を通して導入して、液圧を発生させるように構成されている、
請求項６０に記載のシステム。
【請求項７０】
　前記撮像部分を囲む帆
　をさらに備え、
　該帆は、前記液圧で推進することの間、拡張して、該撮像部分の液圧での推進を向上さ
せるように構成されている、請求項６０に記載のシステム。
【請求項７１】
　カプセルまたは前記撮像部分は、潤滑剤を用いてコーティングされており、該カプセル
は、該撮像部分を封入する、請求項６０に記載のシステム。
【請求項７２】
　前記撮像部分または該撮像部分を封入するカプセルによって、前記狭小身体内腔に付与
される圧力の値を感知するための手段をさらに含む、請求項６０に記載のシステム。
【請求項７３】
　前記圧力の値が圧力の所定の容認不可能な値以上になると、アラート信号を発生させる
ための手段をさらに備える、請求項７２に記載のシステム。
【請求項７４】
　膨張可能本体を膨張させて、撮像部分または該撮像部分を封入するカプセルの液圧での
推進を促進するための手段をさらに備え、該カプセルは、該膨張可能本体と同一ではない
、請求項６０に記載のシステム。
【請求項７５】
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　前記撮像部分を含有する膨張可能カプセルを膨張させるための手段をさらに備える、請
求項６０に記載のシステム。
【請求項７６】
　前記撮像部分は、前記狭小身体内腔からの略焦点距離である距離に留置されるように構
成されており、該焦点距離は、該撮像部分と関連付けられる、請求項６０に記載のシステ
ム。
【請求項７７】
　前記狭小身体内腔を照射するように構成された光ファイバ光源またはＬＥＤをさらに備
える、請求項６０に記載のシステム。
【請求項７８】
　ＣＣＤ、ＣＭＯＳ、および光ファイバから成る群から選択される１つの部材をさらに備
え、該１つの部材は、感知するように構成されている、請求項６０に記載のシステム。
【請求項７９】
　前記撮像部分によって捕捉された画像を無線で伝送するための手段をさらに備える、請
求項６０に記載のシステム。
【請求項８０】
　マイクロ発電機をさらに備え、該マイクロ発電機は、電力を発生させるように構成され
ており、該マイクロ発電機は、前記液圧推進剤の流動から液圧エネルギーを電気エネルギ
ーに変換する、請求項６０に記載のシステム。
【請求項８１】
　前記デバイスの遠位端に位置する光ファイバをさらに備え、該光ファイバは、撮像信号
を、該デバイスまたは該デバイスのハンドル部分の近位端に位置する撮像センサまで伝達
するように構成されている、請求項６０に記載のシステム。
【請求項８２】
　前記回収するための手段は、前記撮像部分と連通可能に連結している可撓性ワイヤを備
え、該可撓性ワイヤは、該可撓性ワイヤの推進された状態から巻き取られるように構成さ
れている、請求項６０に記載のシステム。
【請求項８３】
　前記回収するための手段は、
　撮像部分または該撮像部分を封入するカプセルによって付与された圧力の値を感知する
ための手段を備え、
　該撮像部分または該カプセルは、該圧力の値が圧力の所定の容認不可能な値以上である
場合、回収されるように構成されている、請求項６０に記載のシステム。
【請求項８４】
　前記撮像部分または前記カプセルの回収のために作動させられるように構成された手動
または電子回収システムをさらに備える、請求項８３に記載のシステム。
【請求項８５】
　狭小身体内腔を維持するためのシステムであって、
　該システムは、
　該狭小身体内腔を密閉するための手段であって、該密閉することにより、治療デバイス
を使用して該狭小身体内腔の治療処置を可能にする、手段と、
　該治療デバイスを該狭小身体内腔を通して液圧で推進するための手段と、
　を備え、
　該治療デバイスは、該狭小身体内腔から回収するされるように構成されている、システ
ム。
【請求項８６】
　前記狭小身体内腔の外側から該狭小身体内腔の近位領域または該狭小身体内腔に近接す
る領域までチャネルを画定するための手段をさらに備え、
　前記治療デバイスは、該チャネルを通して留置されるように構成されており、
　該治療デバイスは、該狭小身体内腔を密閉する前に、該チャネルを通して留置されるよ
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うに構成されている、請求項８５に記載のシステム。
【請求項８７】
　卵管を維持するためのシステムであって、
　該システムは、
　チャネルを通して卵管内の標的場所まで操舵されるように構成されたガイドワイヤであ
って、該ガイドワイヤは、光を提供すること、または撮像することが可能である、ガイド
ワイヤと、
　光を提供するか、または撮像するためのカテーテルであって、該ガイドワイヤ上に留置
されるように構成されている、カテーテルと
　を備え、
　該ガイドワイヤおよび該カテーテルは、該卵管を撮像または照射するように構成されて
おり、
　該カテーテルは、該卵管から回収されるように構成されている、
システム。
【請求項８８】
　前記ガイドワイヤは、ガイドワイヤ内腔から除去されるように構成されており、
　該ガイドワイヤ内腔は、治療または生理食塩水洗浄を該ガイドワイヤ内腔を通して導入
するように構成されている
　をさらに備える、請求項８７に記載のシステム。
【請求項８９】
　光源と画像センサとの間の距離が制御され得、該光源は、前記ガイドワイヤまたは前記
カテーテル上に位置し、該画像センサは、該ガイドワイヤまたは該カテーテル上に位置す
る、請求項８７に記載のシステム。
【請求項９０】
　前記ガイドワイヤまたは前記カテーテルを操作することによって、照射の角度が制御さ
れ得る、請求項８７に記載のシステム。
【請求項９１】
　残骸を前記ガイドワイヤ内腔を通して回収する手段をさらに備え、該ガイドワイヤは、
ガイドワイヤ内腔から除去されるように構成されている、請求項８７に記載のシステム。
【請求項９２】
　ガイドワイヤ内腔の内側に真空を生成するための手段であって、該生成することにより
、残骸を前記卵管から除去する、手段をさらに備え、該ガイドワイヤは、ガイドワイヤ内
腔から除去されるように構成されている、請求項８７に記載のシステム。
【請求項９３】
　前記ガイドワイヤ内腔は、抗炎症剤、生体吸収性ステント、および薬物でコーティング
された膨張可能本体から成る群から選択される少なくとも１つの部材を該ガイドワイヤ内
腔を通して導入するように構成されている、請求項８７に記載のシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　狭小身体内腔を維持するためのデバイスであって、
　該デバイスは、
　撮像部分または治療部分を該狭小身体内腔を通して推進するための液圧推進機構と、
　該撮像部分または該治療部分を該狭小身体内腔から回収するための回収機構と
　を備える、デバイス。
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（項目２）
　ハンドル部分をさらに備え、該ハンドル部分は、１つ以上のルアーを受容し、該ルアー
のうちの１つは、液圧を提供することにより、該撮像部分または該治療部分を該狭小身体
内腔を通して液圧で推進するように設計される、項目１に記載のデバイス。
（項目３）
　ワイヤルアーをさらに備え、該ワイヤルアーは、前記ハンドル部分によって受容され、
電力および信号を伝達するためのワイヤを提供することにより、前記撮像部分によって実
行される撮像機能を促進するように設計される、項目２に記載のデバイス。
（項目４）
　膨張ルアーをさらに備え、該膨張ルアーは、前記ハンドル部分によって受容され、膨張
可能本体を膨張させることと、シールを生成することとにより、撮像および治療処置を促
進するように設計される、項目２に記載のデバイス。
（項目５）
　前記膨張可能本体は、前記ハンドル部分の外側および遠位に位置する、項目４に記載の
デバイス。
（項目６）
　前記液圧推進機構は、
　液圧推進剤を受容するように設計されたルアーと、
　該ルアーに連通可能に連結された液圧推進剤内腔であって、該液圧推進剤内腔は、該液
圧推進剤を使用して、前記撮像部分または前記治療部分を液圧で推進することが可能であ
る、液圧推進剤内腔と
　を含む、項目１に記載のデバイス。
（項目７）
　前記ルアーは、液圧推進剤を含有するリザーバから、該液圧推進剤を受容するように設
計される、項目６に記載のデバイス。
（項目８）
　前記液圧推進剤は、生理食塩水溶液である、項目６に記載のデバイス。
（項目９）
　前記撮像部分または前記治療部分は、前記デバイスの動作状態の間、前記液圧推進剤内
腔の内径とシールを形成することにより、前記撮像デバイスまたは前記治療デバイスの液
圧での推進を可能にする、項目６に記載のデバイス。
（項目１０）
　係止機構をさらに備え、該係止機構は、必要圧力が達成されて、液圧での推進を可能に
するまで、前記撮像部分または前記治療部分を前記液圧推進剤内腔の内径内に係止する、
項目６に記載のデバイス。
（項目１１）
　帆をさらに備え、該帆は、前記撮像部分または前記治療部分を囲み、それにより、該撮
像部分または該治療部分が液圧で推進されるとき、該帆は、該撮像部分または該治療部分
の前記液圧での推進を向上させるように拡張する、項目１に記載のデバイス。
（項目１２）
　前記撮像部分は、画像センサ、光源、およびカプセルから成る群から選択される少なく
とも１つの部材を含む、項目１に記載のデバイス。
（項目１３）
　前記カプセルは、実質的に透明な材料から作製され、前記画像センサによって撮像され
ている対象からの焦点距離を確保し、該撮像センサおよび前記光源を封入する、項目１２
に記載のデバイス。
（項目１４）
　前記カプセルは、非外傷性に成形されることにより、組織損傷を防止する、項目１２に
記載のデバイス。
（項目１５）
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　前記非外傷性に成形されたカプセルは、実質的に卵形に成形されたカプセルまたは実質
的に円錐形に成形されたカプセルを含む、項目１４に記載のデバイス。
（項目１６）
　前記カプセルは、潤滑剤を用いてコーティングされることにより、前記カプセルの前記
狭小身体内腔を通しての液圧での推進または回収を促進する、項目１２に記載のデバイス
。
（項目１７）
　前記光源は、光ファイバ光源または発光ダイオード（「ＬＥＤ」）を含む、項目１２に
記載のデバイス。
（項目１８）
　前記画像センサは、電荷結合素子（ＣＣＤ）、相補型金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）、
および光ファイバから成る群から選択される少なくとも１つの部材を含む、項目１２に記
載のデバイス。
（項目１９）
　前記カプセルは、前記撮像センサによって捕捉された画像を無線伝送するための無線送
信機を封入する、項目１２に記載のデバイス。
（項目２０）
　前記カプセルは、膨張可能本体を封入することにより、前記撮像部分または前記治療部
分の浮揚性を向上させ、該撮像部分または該治療部分の液圧での推進を促進する、項目１
２に記載のデバイス。
（項目２１）
　前記カプセルは、膨張可能本体から作製され、該膨張可能本体は、実質的に透明である
ことにより、前記狭小身体内腔の撮像を可能にする、項目１２に記載のデバイス。
（項目２２）
　前記膨張可能本体は、前記撮像および前記照明部分を含有し、それにより、該膨張可能
本体が膨張させられると、該撮像部分が前記狭小身体内腔から離れた近似焦点距離の近傍
またはそこに配置されることにより、該狭小身体内腔の焦点の合った撮像を可能にし、該
近似焦点距離は、前記撮像センサと関連付けられる、項目２２に記載のデバイス。
（項目２３）
　前記カプセルは、前記光源または前記撮像センサのための電力を提供するために、液圧
推進剤を使用するマイクロ発電機を封入し、該マイクロ発電機は、液圧エネルギーを電気
エネルギーに変換する、項目１２に記載のデバイス。
（項目２４）
　前記カプセルは、光ファイバを封入し、該光ファイバは、該カプセル内から前記撮像セ
ンサまで撮像信号を送信することによって撮像を促進し、該撮像センサは、該カプセルの
外側および前記デバイスのハンドル部分の遠位に位置する、項目１２に記載のデバイス。
（項目２５）
　前記デバイスの動作状態の間、前記撮像センサは、前記狭小身体内腔の外側に位置する
、項目２４に記載のデバイス。
（項目２６）
　可撓性ワイヤをさらに備え、該可撓性ワイヤは、前記撮像部分または前記治療部分に連
通可能に連結され、それにより、該撮像部分または該治療部分は、前記狭小身体内腔の内
側の蛇行性経路を通して液圧で推進される、項目１２に記載のデバイス。
（項目２７）
　圧力センサと、
　圧力インジケータと
　をさらに備え、該圧力センサは、前記狭小身体内腔に対して印加されている圧力を測定
し、該圧力インジケータに圧力の測定値を伝達するように設計され、該圧力の測定が、圧
力の所定の値以上である場合、該圧力インジケータは、アラート信号を伝送する、項目１
２に記載のデバイス。
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（項目２８）
　前記回収機構は、
　前記撮像部分または前記治療部分に連通可能に連結された可撓性ワイヤと、
　該可撓性ワイヤを推進された状態から巻き戻すことが可能であるリールと
　を含み、
　該リールが作動されると、該撮像部分または該治療部分は、該撮像部分または該治療部
分の推進された状態から回収される、項目１に記載のデバイス。
（項目２９）
　電子的に作動されるリール機構をさらに備え、該リール機構は、前記リールの推進され
た状態からの該リールの回収を電子的に作動させる、項目２８に記載のデバイス。
（項目３０）
　圧力センサをさらに備え、該圧力センサは、圧力測定値を前記電気的に作動されるリー
ル機構に伝達し、それにより、該圧力測定値が圧力の所定の値を超える場合、該電気的に
作動されたリール機構が、前記撮像部分または前記治療部分を回収することを中止する、
項目２９に記載のデバイス。
（項目３１）
　手動で作動されるリール機構をさらに備え、該リール機構は、前記リールの推進された
状態からの該リールの回収を手動で作動させる、項目２８に記載のデバイス。
（項目３２）
　圧力センサをさらに備え、該圧力センサは、前記撮像部分または前記治療部分が前記狭
小身体内腔から回収されるとき、該撮像部分または該治療部分における圧力を感知する、
項目２８に記載のデバイス。
（項目３３）
　狭小身体内腔診断デバイスであって、
　該デバイスは、
　光を提供すること、または画像を感知することが可能であり、カテーテルを標的場所に
誘導するためのガイドワイヤであって、該ガイドワイヤは、照射ファイバまたは撮像ファ
イバを含む、ガイドワイヤと、
　カテーテルであって、該カテーテルは、該ガイドワイヤが照射ファイバを含む場合、撮
像ファイバを含み、該ガイドワイヤが撮像ファイバを含む場合、照射ファイバを含む、カ
テーテルと
　を備える、デバイス。
（項目３４）
　前記ガイドワイヤは、光を提供するための光ファイバを含む、項目３３に記載のデバイ
ス。
（項目３５）
　前記デバイスの動作状態の間、前記ガイドワイヤは、前記狭小身体内腔の外側の場所か
ら狭小身体内腔の内側の別の場所まで延在し、それにより、光が、該狭小身体内腔の外側
の場所から該狭小身体内腔の内側の別の場所まで伝達される、項目３４に記載のデバイス
。
（項目３６）
　前記ガイドワイヤは、ポリマーまたは金属材料から作製される、項目３３に記載のデバ
イス。
（項目３７）
　前記ガイドワイヤは、該ガイドワイヤの長さに沿って、複数の実質的に透明な部分を含
み、該複数の実質的に透明な部分の各々は、光が通過することを可能にし、前記デバイス
の動作状態の間、該複数の実質的に透明な部分に隣接する前記狭小身体内腔に沿った複数
の異なる場所を照射する、項目３６に記載のデバイス。
（項目３８）
　カテーテルシャフトの近位端または前記カテーテルのハンドル部分の内側に位置する画
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像センサをさらに備え、前記撮像ファイバが、該カテーテルシャフトの長さに沿って延在
し、それにより、前記デバイスの動作状態の間、該撮像ファイバは、該カテーテルの遠位
端から該撮像センサまで撮像信号を送信することによって撮像を促進する、項目３３に記
載のデバイス。
（項目３９）
　画像を感知するための画像センサをさらに備え、該撮像センサがカテーテルシャフトの
遠位端に位置し、それにより、前記デバイスの動作の間、該撮像センサによって感知され
た前記狭小身体内腔の画像が、該カテーテルシャフトの長さに沿って延在する前記撮像フ
ァイバによって、該狭小身体内腔の外側に位置するディスプレイユニットまで伝達される
、項目３３に記載のデバイス。
（項目４０）
　実質的に透明な保護遮蔽体をさらに備え、該保護遮蔽体は、前記デバイスの動作状態の
間、画像センサまたは前記撮像ファイバを保護し、該画像センサまたは該撮像ファイバと
前記狭小身体内腔との間の近似焦点距離を提供することにより、該狭小身体内腔の実質的
に焦点の合った画像を取得し、該焦点距離は、該画像センサまたは該撮像ファイバと関連
付けられる、項目３３に記載のデバイス。
（項目４１）
　前記ガイドワイヤは、前記実質的に透明な保護遮蔽体の外側に位置し、該ガイドワイヤ
が、その中に画定された進入開口および退出開口を有し、それにより、前記デバイスの動
作状態の間、該ガイドワイヤが、進入開口および退出開口を通過することが可能であるこ
とにより、該ガイドワイヤが、該保護遮蔽体の遠位に位置する前記狭小身体内腔の一部に
アクセスすることを可能にする、項目４０に記載のデバイス。
（項目４２）
　前記保護遮蔽体は、非外傷性に成形される、項目４０に記載のデバイス。
（項目４３）
　カテーテルシャフトの遠位端に位置する光源をさらに備え、前記実質的に透明な保護遮
蔽体は、前記画像センサまたは前記撮像ファイバを保護し、該光源は、該保護遮蔽体の外
側に位置する、項目４０に記載のデバイス。
（項目４４）
　前記実質的に透明な保護遮蔽体によって保護される光源をさらに備える、項目４０に記
載のデバイス。
（項目４５）
　前記ガイドワイヤまたは前記カテーテルの遠位端に位置する圧力センサをさらに備え、
前記デバイスの動作状態の間、該圧力センサは、該ガイドワイヤまたは該カテーテルによ
って付与される圧力の値を測定することが可能である、項目３３に記載のデバイス。
（項目４６）
　前記圧力センサは、プロセッサに連通可能に連結され、該プロセッサは、前記デバイス
の動作状態の間で、前記狭小身体内腔の内側の前記ガイドワイヤまたは前記カテーテルに
よって付与される圧力の値が圧力の所定の容認不可能な値以上であるとき、アラート信号
を提供する、項目４５に記載のデバイス。
（項目４７）
　前記ガイドワイヤを格納するために画定されたチャネルをその中に有するガイドワイヤ
内腔をさらに備え、それにより、前記デバイスの動作状態の間、および該ガイドワイヤ内
腔の内側に該ガイドワイヤが不在であるときに、該ガイドワイヤ内腔が、前記狭小身体内
腔に治療を輸送することが可能である、項目３３に記載のデバイス。
（項目４８）
　前記治療は、抗炎症剤、生体吸収性ステント、および薬物でコーティングされた膨張可
能本体から成る群から選択される少なくとも１つの部材である、項目４７に記載のデバイ
ス。
（項目４９）
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　前記デバイスの動作状態の間、前記膨張可能本体は、十分な機械的力を前記狭小身体内
腔の妨害物に印加して、該狭小身体内腔の残骸妨害部分を除外することが可能である、項
目４８に記載のデバイス。
（項目５０）
　卵管診断デバイスであって、
　該デバイスは、
　感知内腔であって、該感知内腔は、感知部分および膨張可能部分を含むカテーテルを提
供するためのものであり、該感知部分は、該卵管に関する情報を感知することが可能であ
る、感知内腔と、
　該感知部分によって実行される感知を促進する溶液を提供するための溶液内腔と
　を備え、
　該卵管診断デバイスの動作状態において、該膨張可能部分は、該感知部分の周囲に空間
を生成するように膨張し、それにより、該溶液の存在下において、該感知部分が該卵管に
関する情報を感知する、デバイス。
（項目５１）
　カテーテルの遠位端に位置する圧力センサをさらに備え、該圧力センサは、前記デバイ
スの動作状態の間、該カテーテルによって付与される圧力の値を測定する、項目５０に記
載のデバイス。
（項目５２）
　前記感知部分は、光源、カメラ、音響撮像システム、および散乱光撮像システムから成
る群から選択される少なくとも１つの部材を含む、項目５０に記載のデバイス。
（項目５３）
　前記音響撮像システムは、血管内超音波法撮像システムを含む、項目５２に記載のデバ
イス。
（項目５４）
　前記散乱光撮像システムは、光学コヒーレンス断層撮像システムを含む、項目５２に記
載のデバイス。
（項目５５）
　前記卵管に関する情報は、妨害物、炎症、卵管留水腫、および疾患から成る群から選択
される少なくとも１つの卵管属性を含む、項目５０に記載のデバイス。
（項目５６）
　前記膨張可能部分は、弾性ポリマー材料を含む、項目５０に記載のデバイス。
（項目５７）
　前記膨張可能部分は、非外傷性形状を有する、項目５０に記載のデバイス。
（項目５８）
　前記非外傷性形状は、円錐形、卵形、およびドーム形から成る群から選択される１つの
形状である、項目５７に記載のデバイス。
（項目５９）
　前記膨張可能部分は、膨張可能構成要素および膨張不可能構成要素を含み、前記デバイ
スの動作状態の間、該膨張可能構成要素は、膨張し、該膨張不可能構成要素は、膨張せず
、該膨張可能部分に機械的支持を提供する役割を果たす、項目５０に記載のデバイス。
（項目６０）
　狭小身体内腔を維持するプロセスであって、
　該プロセスは、
　該狭小身体内腔の内側または外側にシールを生成することであって、該生成することに
より、液圧推進剤の存在下において、該狭小身体内腔が加圧されることにより、撮像デバ
イスの撮像部分を使用して、該狭小身体内腔の診断撮像を可能にする、ことと、
　該液圧推進剤を使用して、該撮像部分を該狭小身体内腔を通して液圧で推進することと
、
　該狭小身体内腔を撮像することと、
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　該撮像部分を該狭小身体内腔から回収することと
　を備える、プロセス。
（項目６１）
　前記狭小身体内腔の外側から該狭小身体内腔の近位領域または該狭小身体内腔に近接す
る領域までチャネルを確立することと、
　前記撮像部分を該チャネルを通して留置することと
　をさらに備え、
　該留置することは、前記生成することの前に実行される、項目６０に記載のプロセス。
（項目６２）
　前記留置することは、カテーテルシャフトを前記チャネルを通して留置することを含み
、該カテーテルシャフトは、前記撮像部分に連通可能に連結される、項目６１に記載のプ
ロセス。
（項目６３）
　前記狭小身体内腔の外側にシールを生成することは、子宮内の卵管口にシールを生成す
ることを含む、項目６０に記載のプロセス。
（項目６４）
　前記シールを生成することは、
　膨張可能本体を前記狭小身体内腔の近位領域または該狭小身体内腔に近接する領域に提
供することと、
　該膨張可能本体を膨張させることであって、それにより、シールを生成する、ことと
　を含む、項目６０に記載のプロセス。
（項目６５）
　前記シールを生成することは、
　前記液圧推進剤を輸送するように設計された液圧推進剤内腔を取得することと、
　前記撮像デバイスの外径と該液圧推進剤内腔の内径との間にシールを生成することと
　を含む、項目６０に記載のプロセス。
（項目６６）
　前記シールを生成することは、
　前記液圧推進剤を保持するための液圧推進剤内腔を取得することと、
　前記撮像部分を該液圧推進剤内腔の内径内に係止することと
　を含む、項目６０に記載のプロセス。
（項目６７）
　前記係止することは、必要圧力が達成されて、液圧での推進を可能にするまで、前記撮
像部分を前記液圧推進剤内腔の内径内に係止することを含む、項目６６に記載のプロセス
。
（項目６８）
　前記撮像部分を囲む帆を取得することと、
　前記液圧で推進することの間、該帆を拡張させることであって、それにより、前記シー
ルを補強する、ことと
　をさらに備える、項目６０に記載のプロセス。
（項目６９）
　前記液圧で推進することは、液圧推進剤を液圧推進剤内腔を通して導入して、液圧を発
生させることを含む、項目６０に記載のプロセス。
（項目７０）
　前記撮像部分を囲む帆を取得することと、
　前記液圧で推進することの間、該帆を拡張させて、該撮像部分の液圧での推進を向上さ
せることと
　をさらに備える、項目６０に記載のプロセス。
（項目７１）
　前記液圧で推進することは、カプセルまたは前記撮像部分を潤滑剤を用いてコーティン
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グすることを含み、該カプセルは、該撮像部分を封入する、項目６０に記載のプロセス。
（項目７２）
　前記液圧で推進することは、前記撮像部分または該撮像部分を封入するカプセルによっ
て、前記狭小身体内腔に付与される圧力の値を感知することを含む、項目６０に記載のプ
ロセス。
（項目７３）
　前記圧力の値が圧力の所定の容認不可能な値以上になると、アラート信号を発生させる
ことをさらに備える、項目７２に記載のプロセス。
（項目７４）
　前記液圧で推進することは、膨張可能本体を膨張させて、撮像部分または該撮像部分を
封入するカプセルの液圧での推進を促進することを含み、該カプセルは、該膨張可能本体
と同一ではない、項目６０に記載のプロセス。
（項目７５）
　前記液圧で推進することは、前記撮像部分を含有する膨張可能カプセルを膨張させるこ
とを含む、項目６０に記載のプロセス。
（項目７６）
　前記撮像することは、前記撮像部分を前記狭小身体内腔からの略焦点距離である距離に
留置することを含み、該焦点距離は、該撮像部分と関連付けられる、項目６０に記載のプ
ロセス。
（項目７７）
　前記撮像することは、光ファイバ光源またはＬＥＤを使用して前記狭小身体内腔を照射
することを含む、項目６０に記載のプロセス。
（項目７８）
　前記撮像することは、ＣＣＤ、ＣＭＯＳ、および光ファイバから成る群から選択される
１つの部材を使用して感知することを含む、項目６０に記載のプロセス。
（項目７９）
　前記撮像することは、前記撮像部分によって捕捉された画像を無線で伝送することを含
む、項目６０に記載のプロセス。
（項目８０）
　前記撮像することは、マイクロ発電機を使用して電力を発生させることを含み、該マイ
クロ発電機は、前記液圧推進剤の流動から液圧エネルギーを電気エネルギーに変換する、
項目６０に記載のプロセス。
（項目８１）
　前記撮像することは、前記デバイスの遠位端に位置する光ファイバによって発生させら
れた撮像信号を、該デバイスまたは該デバイスのハンドル部分の近位端に位置する撮像セ
ンサまで伝達することを含む、項目６０に記載のプロセス。
（項目８２）
　前記撮像することは、カプセルまたは前記撮像部分を潤滑剤を用いてコーティングする
ことを含み、該カプセルは、該撮像部分を封入する、項目６０に記載のプロセス。
（項目８３）
　前記回収することは、可撓性ワイヤの推進された状態から、前記撮像部分と連通可能に
連結している該可撓性ワイヤを巻き取ることを含む、項目６０に記載のプロセス。
（項目８４）
　前記回収すること、
　撮像部分または該撮像部分を封入するカプセルによって付与された圧力の値を感知する
ことと、
　該圧力の値が圧力の所定の容認不可能な値以上である場合、該撮像部分または該カプセ
ルを回収することと
　を含む、項目６０に記載のプロセス。
（項目８５）
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　前記回収することは、手動または電子回収システムを作動させることを含む、項目８４
に記載のプロセス。
（項目８６）
　狭小身体内腔を維持するプロセスであって、
　該プロセスは、
　該狭小身体内腔を密閉することであって、該密閉することにより、治療デバイスを使用
して該狭小身体内腔の治療処置を可能にする、ことと、
　該治療デバイスを該狭小身体内腔を通して液圧で推進することと、
　該狭小身体内腔を処置することと、
　該治療デバイスを該狭小身体内腔から回収することと
　を備える、プロセス。
（項目８７）
　前記狭小身体内腔の外側から該狭小身体内腔の近位領域または該狭小身体内腔に近接す
る領域までチャネルを画定することと、
　該治療デバイスを該チャネルを通して留置することと
　をさらに備え、
　該留置することは、前記密閉することの前に実行される、項目８６に記載のプロセス。
（項目８８）
　卵管を維持するプロセスであって、
　該プロセスは、
　ガイドワイヤをチャネルを通して卵管内の標的場所まで操舵することであって、該ガイ
ドワイヤは、光を提供すること、または撮像することが可能である、ことと、
　光を提供するか、または撮像するためのカテーテルを該ガイドワイヤ上に留置すること
と、
　該ガイドワイヤおよび該カテーテルを使用して該卵管を撮像または照射することと
　該カテーテルを該卵管から回収することと
　を備える、プロセス。
（項目８９）
　前記ガイドワイヤをガイドワイヤ内腔から除去することと、
　治療または生理食塩水洗浄を該ガイドワイヤ内腔を通して導入することと
　をさらに備える、項目８８に記載のプロセス。
（項目９０）
　光源と画像センサとの間の距離を制御することをさらに備え、該光源は、前記ガイドワ
イヤまたは前記カテーテル上に位置し、該画像センサは、該ガイドワイヤまたは該カテー
テル上に位置する、項目８８に記載のプロセス。
（項目９１）
　前記ガイドワイヤまたは前記カテーテルを操作することによって、照射の角度を制御す
ることをさらに備える、項目８８に記載のプロセス。
（項目９２）
　前記ガイドワイヤをガイドワイヤ内腔から除去することと、
　残骸を該ガイドワイヤ内腔を通して回収することと
　をさらに備える、項目８８に記載のプロセス。
（項目９３）
　前記ガイドワイヤをガイドワイヤ内腔から除去することと、
　該ガイドワイヤ内腔の内側に真空を生成することであって、該生成することにより、残
骸を前記卵管から除去する、ことと
　をさらに備える、項目８８に記載のプロセス。
（項目９４）
　前記導入することは、抗炎症剤、生体吸収性ステント、および薬物でコーティングされ
た膨張可能本体から成る群から選択される少なくとも１つの部材を導入することを含む、
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項目８８に記載のプロセス。
　前述に照らして、一側面では、本発明は、狭小身体内腔を維持するためのデバイス（例
えば、卵管、小腸、および冠動脈等の管状に成形された解剖学的構造のチャネル）を提供
する。デバイスは、（ｉ）狭小身体内腔を通して、撮像部分または治療部分を推進するた
めの液圧推進機構と、（ｉｉ）狭小身体内腔から、撮像部分または治療部分を回収するた
めの回収機構とを含む。
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